
 
 
 
 
 
 
○目的 
地域での生活は、助け合い、支えあいといったお互い様の関係から成り立っています。 
そこで、この地域別懇談会では、地域の身近なところで困っている人のことを考え、

お互い様の関係の中からその解決方法を考えます。 
 
○進め方と記入例 

 
①「つながりシート」への記入－困っていることの抽出 
 
 
 

約（ 30歳 ） 

・ ・・ 

 

 

 

約（ 50歳 ） 約（ 80歳 ） 

 

 

（例） 

家の前の道で、子

どもが車と事故

を起こしそうに

なる。危ない。 

 

（例） 

妻 が 親の 介 護

で、疲れ気味。 

 

（例） 

車の運転ができ

ないので、病院

に 行 くの が 大

変。 

 

第１回 地域別懇談会 

今のあなた、若い頃のあなたを振

り返って、また高齢になったあな

たの生活を想像して書きます。 

それぞれの年齢のあなたは、何に

困っているでしょう。 
・身の回りのこと、地域の中のこ

とについて考えてください。 
・具体的に考えてください。 
・赤い付箋に書いてください。 

今のあなた 若いころの

あなた 
高齢になっ

たあなた 

地域の中で暮らしていく上で 
困っていそうなことは 



 
②困っていることの共有 
解決のためにしてあげられることの話し合い 

 
・赤い付箋を貼りながら、班の中で何に困っているのかを発表します。 
・黄色い付箋、青い付箋を貼りながら、何をしてあげられるかを話し合います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③発表 
 
班の中で出た意見を、全員に向けて発表します。 
 

黄色い付箋：個人でできること 
青色の付箋：地域の人などと協力してできること 

（例） 

車の運転ができ

ないので、病院

に行くのが大変 

 

（例） 

妻が親の介護

で、疲れ気味 

(例) 

家の前の道で、

子どもが車と事

故を起こしそう

になる。危ない 

（ １ ）班のつながり 
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（例） 

奥さんが息抜きをでき

るように、高齢者の話し

相手になってあげる。 

（例） 

登下校の時間にあわせ

て、地域みんなで交通安

全の見守りを行う。 

（例） 

用事のついでに、車に乗

せていってあげる。 
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交通 高齢者のお世話 交通安全 


